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講師紹介（敬称略）

研修のねらい 研修のポイント

財務を、実際の企業活動と結びつけて
学びます。

決算書から自社の経営内容と問題点を
客観的に把握する分析手法を理解します。

講師による個別アドバイスを受けながら、
自社の財務課題を検討します。

　昨今の変化の激しい経営環境の中で、経営幹部・管理者
には、自社の経営実態を正しく把握し、適時適切に対応する
力が求められています。自社の経営を把握するための手法は
複数ありますが、その中でも基本となるのが財務分析です。
　本研修では、決算書に関する基本的な知識について習得
していることを前提に、利益と資金の視点で財務分析に
ついて学んだ上で、演習を通して「収益力」と「資金繰り」
の面から経営を定量的に把握する手法を身につけます。また、
自社の決算書の分析に取り組み、自社の特徴と問題を掴み、
改善策を検討します。

～講師の個別アドバイスも受けながら自社の財務課題を洗い出す～

自社の体質改善に役立つ
財務分析の進め方

岩瀬 学
（いわせ まなぶ）

郷原 玄哉
（ごうはら はるちか）

田中 浩司
（たなか こうじ）

株式会社 BIZrenovation
代表取締役

郷原会計事務所
代表

有限会社ジーコ
代表取締役

（株）千葉銀行にて法人向け融資を担当した後、税理士
法人ゆびすい入社。その後同グループの（株）ゆびすい
コンサルティングを経てコンサルタントとして独立。（株）
BIZrenovationを設立、同代表取締役就任。管理会計
の手法を用いた経営コンサルティング、事業承継等の
分野で活躍中。中小企業診断士。 

同志社大学商学部卒業後に公認会計士試験に合格。
その後、福岡、東京にて大手監査法人に勤務。2008年
8月に監査法人を退職し、郷原会計事務所を開設。

大学卒業後、銀行、米国金融、ITベンチャー財務を経て
2004年有限会社ジーコ設立。企業における財務･会計
コンサルティング、起業、事業計画策定、ロジカルシンキング、
等の分野で活動中。

29コースNo.

関 西校
財務管理

中 小 企 業 大 学 校

20 名定　員

大阪市中央区安土町2-3-13　
大阪国際ビルディング

32,000円（税込）受講料

中小企業大学校 関西校

2026 年

7 28 火 〜7 30 木

中小企業大学校 関西校
独立行政法人　中小企業基盤整備機構

経営幹部・管理者
•	 自社の財務体質を把握し、経営改善に　
取り組みたい方

•	 業務改善の手がかりを掴みたい方
•	 決算書について、基本知識のある方

（3日間、21時間）

受講者の声
●	指標値についてこうあるべき目標値を示して下さり、弊社独自の課題に
ついても、いくつかアプローチ方法をご提案くださり、とても参考に
なりました。

月 日 時 間 科 目 内 容

7 28
火

9:30-9:40 オリエンテーション

9:40-12:20 財務分析の
基本的視点

財務分析の考え方の基本を理解した上で、
具体的な分析の仕方を学びます。　
•	 財務分析とは
•	 経営課題の仮説を立てる
•	 自社の現状の把握、課題抽出、改善策を立案する方法
•	 実数分析、比率分析の考え方
•	 期間比較、業界内比較、競合比較の考え方

13:20-17:40
収益力の検証

（損益計算書からの
アプローチ）

収益力の視点から財務分析の進め方を
演習を交えて学びます。　
•	 収益性の各種比率分析と実数分析
•	 変動損益計算書と損益分岐点売上高の考え方
•	 損益計算書（P/L）を用いた経営実態の検証と改善アプローチ

7 29
水

9:30-12:30
資金繰りの検証

（貸借対照表からの
アプローチ）

資金繰りの視点からの財務分析の進め方を
演習を交えて学びます。
•	 貸借対照表（B/S）による各種比率分析と実数分析（安全性分析）
•	 B/S、P/Lとキャッシュフロー計算書（C/F）の関係及び　　　　　
キャッシュフローの検討
•	 貸借対照表（B/S）を用いた経営実態の検証と改善アプローチ

13:30-17:30
自社分析の実践

（演習）

自社の決算書を用いて実際に財務分析を行い、講師による
個別のアドバイスを受けながら自社の経営課題の洗い出し
に取り組みます。　
•	 財務分析による自社の経営実態の把握
•	 経営課題の抽出と財務の視点からの改善策の検討
•	 専門講師による個別アドバイス7 30

木

9:30-17:30

17:30-17:40 修了証書の授与
※事務連絡等を含んだ時間：21 時間 20 分
※カリキュラムは都合により変更する場合があります。予めご了承ください。


